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【市長との地域懇談会 記録】 

 

 

開催日    平成 29年 2月 23日（木） 

 

地区     明倫小学校区 

 

会場     明倫小学校１階ワークスペース 

 

参加者数   11人 

 

 

《質問・意見》 

吹上地区も高齢化が進み、独居も多くなっている。自らも行動する必要があるが、高齢

化社会の中で、何か良いアイディアがあれば教えてほしい。 

セーフコミュニティーが重要と考えている。 

平成２３年に要援護者名簿を自治会で作成したが、そのままになっている。地域と関わ

りが深い市民交流課にも、自治会へ積極的な指導を期待する。 

 

《回答》【市長】 

地域包括ケア事業を柱に進めている。社協に民生委員をサポートする７名を新たに配置

した。 

地域コミュニティが大切で、大湊町や一色町など昼食会などを開催している地区もある。

このような活動は、多くのボランティアに支えられているので、その活動を将来的にも続

けていく仕組みも重要と考える。 

まちづくり協議会で、先進地視察を実施するのも良いのではないか。 

障がい者・高齢者対策等、福祉分野を分けるのではなく包括的に取り組んでいる。 

 

《意見》 

八日市場町（福祉健康センター）に、認知症を判断できる機器があり試してみた。デー

タを入力すると認知度が表示される。それらを上手く活用することで身体の活性化を図る

ことが出来る。 

地域でも色々な情報を共有し、みんなで取り組めるようにすることが必要と思う。知ら

れていないことも多いので、情報の周知に力を入れてほしい。 

伊勢病院まつりの際に、最新式の地震体験車も試乗したが、良かった。 

病院まつりでは、市長も全ブースを見学して素晴らしいと感じた。 

 

《質問・意見》 

先日、仕事上のお客様で体調を崩され困っていたところ、地域包括ケア推進課の２名の

方にたいへんお世話になった。対応も良く本当に感謝している。 

個人的に防災の講習に参加するとともに、防災の地域活動をしている。 

近年自治会が弱くなってきていると認識している。市役所は、地域に関することを自治

会を中心に考えているが、自治会自治会と言い過ぎでは。新しい地域自治組織である「ま

ちづくり協議会」もできているので、そちらを中心に考えるべきと思う。 
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《回答》【市長】 

まち協が、全地域に設置されたので、これから考えていきたい。自治の形態は時代によ

り変化していくので、みんなで考えていくことが重要。 

自治会とまちづくり協議会においても、組織が多くなることで事務手続等が煩雑になら

ないように効率的な運営ができるようにアドバイスもいただきたい。 

 

 

《質問・意見》 

４階以上のマンションを津波避難施設(備蓄品の保管も可能)として協力依頼をしている

が、厳しい状況である。行政からも支援をいただきたい。 

空き家も多くなっているので、なにか有効な活用方法があれば教えてほしい。 

不審者が空き家に入っていた事例もあった。 

 

《回答》【市長】 

高層マンションの災害時避難については、依頼に回っており有事の際には使ってもらっ

てよいとの返事はあるものの、公表は控えてほしいとされる場合も。また、避難タワーの

設置に取り組んでいる。 

空き家対策は始めたところで、不動産活用や、空家利用マッチングなども。対策の基本

計画も３月中に策定予定。 

防災や、所有者と連絡がつかなくなるなどの観点からも早い対応が必要と考えている。 

地域と協力して進めていきたい。 

 

 

《意見》 

高齢化・核家族化により、在宅での介護は難しく、施設利用が多いのが現状。 

一市民の立場では出来ることも限られており、行政が頼りである。 

本日配付頂いたパンフレットなどを見るといい政策があるので、高齢者対策をもっと進

めていってほしい。 

自治会に話があっても、プライベートな部分が入ってくるので難しい。 

自治会長をしているが、自治会からの要望対応は迅速で感謝している。 

 

 

《質問・意見》 

自分の周りでは障がい者である自分に対し、とても良い対応をしてもらっているが、障

害を持つみんなが、社会でもっと活動できるようにしてほしい。 

障がい者が外出しやすい環境を望んでいます。 

 

《回答》【市長】 

ソフト・ハードの両面で障がい者を支えることが重要と考えています。貴重なお話をあ

りがとうございます。 
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《意見》 

高齢者のなかでも、特に独居老人に対する見守りが必要である。 

高齢者の生きがい・楽しみを作っていくことも重要である。 

防災の取組も重要であり、災害を経験した年配者からも体験談として語り部として活躍

いただくのも有効と思います。 

 

 

《意見》 

定期的に開催されている糖尿病教室の講習会では、様々な有意義な話が聞ける。この情

報を市役所でもっと積極的に PRして欲しい。 

 

 

《意見》 

子供の目線で、お願いしたい。子供を取り巻く環境がすさんできていると感じている。 

統廃合により通学範囲も変化しているので、負担にならないように考えてほしい。 

子供は大切。環境が良くなるよう願っている。 

 


